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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第85期
第３四半期
連結累計期間

第86期
第３四半期
連結累計期間

第85期
第３四半期
連結会計期間

第86期
第３四半期
連結会計期間

第85期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 9,538 8,120 2,790 2,524 12,593

経常利益
又は経常損失(△)

(百万円) 425 △311 13 △225 320

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 337 △1,644 △2 △232 0

純資産額 (百万円) ― ― 19,526 17,247 18,990

総資産額 (百万円) ― ― 30,308 30,159 29,188

１株当たり純資産額 (円) ― ― 727.65 642.76 707.66

１株当たり四半期
(当期)純利益金額
又は四半期純損失(△)

(円) 12.59 △61.27 △0.08 △8.67 0.01

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 64.4 57.2 65.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 673 369 ― ― 1,151

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,811 △1,988 ― ― △2,253

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,089 1,931 ― ― 1,079

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,897 2,241 1,910

従業員数 (名) ― ― 738 741 733

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第85期第３四半期連結累計期間及び第85期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第86期第３四半期連結累計期間、第85期第３四半期連結会計期間及び第86期第３四半期連結会計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営んでいる事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 741

(注)　従業員数は就業人員です。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 603

(注)　従業員数は就業人員です。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

抄紙用具関連事業 1,642,207 ―

工業用事業 179,312 ―

合計 1,821,520 △14.4

(注) １　金額は、製造原価によっています。

２　当第３四半期連結会計期間より事業の種類別セグメント情報を記載しているため、セグメントごとの前年同四

半期比は記載しておりません。

３　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 前年同四半期比(％)受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

抄紙用具関連事業 2,467,375 ― 4,616,097 ―

工業用事業 133,688 ― 385,991 ―

合計 2,601,063 △3.4 5,002,088 △10.5

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

２　当第３四半期連結会計期間より事業の種類別セグメント情報を記載しているため、セグメントごとの前年同四

半期比は記載しておりません。

３　受注生産品以外に仕入商品があります。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

抄紙用具関連事業 2,353,702 ―

工業用事業 170,325 ―

合計 2,524,028 △9.6

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

２　当第３四半期連結会計期間より事業の種類別セグメント情報を記載しているため、セグメントごとの前年同四

半期比は記載しておりません。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

日本製紙㈱ ― ― 256,761 10.2

(注) 前第３四半期連結会計期間については、当該割合が10％未満のため記載を省略しています。

EDINET提出書類

イチカワ株式会社(E00572)

四半期報告書

 4/30



２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一昨年後半からの急激な景気後退の影響により、

企業収益は大幅に悪化し設備投資も減少するなど、引き続き厳しい状況のまま推移しました。

当社グループの主要取引先であります紙・パルプ業界におきましては、需要の大幅な減退に伴い減

産を継続するなど、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループの連結売上高は2,524百万円（前年同期比9.6％減）となりまし

た。損益の状況につきましては、徹底したコスト削減に努めましたものの、売上高の大幅な減少を補え

ず、連結営業損失は241百万円（前年同期は連結営業損失35百万円）、連結経常損失は225百万円（前年

同期は連結経常利益13百万円）、四半期純損失は232百万円（前年同期は四半期純損失2百万円）とな

りました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。なお、当第３四半期連結会計期間より事業の種類

別セグメントの開示を行っておりますので、前年同期比は記載しておりません。

＜抄紙用具関連事業＞

当社グループの主力事業であります抄紙用具関連事業につきましては、内需では、紙・板紙の減産

に伴う需要の減退により、抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに売上高は大幅な減少を余儀なく

されました。海外では、景気低迷による需要の減少により、抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに

売上高は減少いたしました。この結果、当事業の売上高は2,353百万円、営業利益は174百万円となり

ました。

＜工業用事業＞

工業用事業につきましては、景気後退の影響により国内外とも需要が減退し、売上高は大幅に減少

いたしました。この結果、当事業の売上高は170百万円、営業損失は36百万円となりました。

　

また、所在地別セグメントの業績は次のとおりです。

＜日本＞

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量が減少したことにより、売上高は1,874百万円

（前年同期比14.7％減）、営業利益は81百万円（前年同期比84.9％減）となりました。
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＜北米＞

抄紙用フエルトの販売数量が増加したこと及び期末換算レート変動の影響により、売上高は259百

万円（前年同期比45.1％増）、営業利益は0百万円（前年同期は営業損失12百万円）となりました。

＜欧州＞

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量は減少いたしましたが、期末換算レート変動の

影響により、売上高は324百万円（前年同期比57.4％増）、営業利益は14百万円（前年同期は営業損

失17百万円）となりました。

＜その他＞

中国現地法人の売上高の減少により、売上高は65百万円（前年同期比68.6％減）、営業利益は8百

万円（前年同期比86.0％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ971百万円増加し、

30,159百万円となりました。これは主として有形固定資産が672百万円、現金及び預金が331百万円それ

ぞれ増加した一方、商品及び製品が310百万円減少したことによるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ2,713百万円増加し、12,912百万円となりました。これ

は主としてリース債務が1,930百万円、繰延税金負債が1,061百万円それぞれ増加した一方、未払金が

283百万円減少したことによるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,742百万円減少し、17,247百万円となりました。こ

れは主として利益剰余金が1,725百万円減少したことによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は第２四半期連結会計期間末に比べ235

百万円増加し、2,241百万円（前会計期間末比11.7％増）となりました。各キャッシュ・フローの状況

とそれらの増減要因は以下のとおりです。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費を源泉とする収入357百万円を計上する一方、

売上債権の増加による支出272百万円、税金等調整前四半期純損失225百万円などを計上したことに

より183百万円の支出（前年同期比93百万円の支出増）となりました。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に生産能力増強を目的とする有形固定資産の取得によ

る支出531百万円などにより531百万円の支出（前年同期比102百万円の支出減）となりました。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によるキャッシュ・フローは、主としてセール・アンド・リースバック取引による収入

1,003百万円などにより、961百万円の収入（前年同期比290百万円の収入増）となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は110百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,169,000

計 94,169,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,835,75829,835,758
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式
なお、単元株式数は1,000株であ
ります。

計 29,835,75829,835,758― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 29,835,758 ― 3,594,803 ― 2,322,038

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,001,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,628,000
26,628同上

単元未満株式
普通株式

206,758
― 同上

発行済株式総数 29,835,758― ―

総株主の議決権 ― 26,628 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式337株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
イチカワ株式会社

東京都文京区
本郷２丁目14－15

3,001,000 ― 3,001,00010.06

計 ― 3,001,000 ― 3,001,00010.06
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 305 233 235 264 228 217 210 197 172

最低(円) 212 221 220 224 212 187 192 142 145

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までにおいて取締役及び監査役の異動は

ありません。

(注)　なお、前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出までの執行役員の異動は次のとおりです。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

執行役員
（海外営業部長兼イチカワ・
ノース・アメリカ・コーポ
レーション社長兼宜紙佳造紙
脱水器材貿易（上海）有限公

司総経理）

執行役員
（海外営業部長兼宜紙佳造紙
脱水器材貿易（上海）有限公

司総経理）

吉羽令一 平成21年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,241,907 1,910,876

受取手形及び売掛金 ※2
 4,774,079 4,681,143

商品及び製品 2,259,373 2,570,348

仕掛品 913,836 670,555

原材料及び貯蔵品 359,437 335,238

その他 391,903 475,440

貸倒引当金 △3,074 △63,579

流動資産合計 10,937,463 10,580,023

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,501,557 8,023,374

その他（純額） 7,681,655 7,487,753

有形固定資産合計 ※1
 16,183,212

※1
 15,511,127

無形固定資産 197,407 232,286

投資その他の資産

投資有価証券 2,755,101 2,770,217

その他 198,738 160,764

貸倒引当金 △112,012 △65,671

投資その他の資産合計 2,841,827 2,865,310

固定資産合計 19,222,447 18,608,724

資産合計 30,159,911 29,188,747

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 736,697 566,613

短期借入金 4,030,275 3,762,390

未払法人税等 46,944 129,128

賞与引当金 169,265 343,436

その他 1,054,927 1,096,336

流動負債合計 6,038,110 5,897,905

固定負債

長期借入金 950,000 1,145,000

退職給付引当金 2,414,206 2,444,110

その他 3,509,759 711,296

固定負債合計 6,873,966 4,300,407

負債合計 12,912,077 10,198,312
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,594,803 3,594,803

資本剰余金 2,323,218 2,323,443

利益剰余金 12,267,145 13,992,183

自己株式 △1,060,680 △1,060,533

株主資本合計 17,124,487 18,849,897

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 244,930 257,003

為替換算調整勘定 △121,583 △116,465

評価・換算差額等合計 123,346 140,537

純資産合計 17,247,834 18,990,434

負債純資産合計 30,159,911 29,188,747
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 9,538,602 8,120,795

売上原価 6,026,869 5,795,611

売上総利益 3,511,732 2,325,183

販売費及び一般管理費 ※
 3,230,243

※
 2,680,403

営業利益又は営業損失（△） 281,488 △355,220

営業外収益

受取配当金 91,042 66,661

為替差益 97,598 －

助成金収入 － 75,476

その他 44,548 31,197

営業外収益合計 233,189 173,335

営業外費用

支払利息 61,423 85,198

その他 28,035 44,571

営業外費用合計 89,459 129,769

経常利益又は経常損失（△） 425,219 △311,654

特別利益

投資有価証券売却益 420,524 －

特別利益合計 420,524 －

特別損失

投資有価証券評価損 124,145 －

役員退職功労加算金 25,750 －

早期割増退職金 － 10,353

特別損失合計 149,895 10,353

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

695,848 △322,008

法人税、住民税及び事業税 150,673 50,314

過年度法人税等 － 15,841

法人税等調整額 207,383 1,255,935

法人税等合計 358,057 1,322,091

四半期純利益又は四半期純損失（△） 337,791 △1,644,099
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 2,790,632 2,524,028

売上原価 1,817,328 1,899,837

売上総利益 973,304 624,190

販売費及び一般管理費 ※
 1,009,182

※
 865,214

営業損失（△） △35,878 △241,023

営業外収益

受取配当金 29,166 25,764

為替差益 31,155 －

助成金収入 － 24,736

その他 18,098 11,328

営業外収益合計 78,420 61,829

営業外費用

支払利息 21,674 34,669

その他 7,365 11,925

営業外費用合計 29,040 46,594

経常利益又は経常損失（△） 13,501 △225,788

特別損失

投資有価証券評価損 1,500 －

特別損失合計 1,500 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

12,001 △225,788

法人税、住民税及び事業税 △109,275 10,282

過年度法人税等 － 15,841

法人税等調整額 123,501 △19,289

法人税等合計 14,226 6,833

四半期純損失（△） △2,224 △232,622

EDINET提出書類

イチカワ株式会社(E00572)

四半期報告書

16/30



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

695,848 △322,008

減価償却費 931,956 1,010,337

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,452 △14,164

賞与引当金の増減額（△は減少） △218,547 △174,170

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △36,255 △29,903

受取利息及び受取配当金 △100,686 △68,571

支払利息 61,423 85,198

為替差損益（△は益） 9,649 6,499

投資有価証券評価損益（△は益） 124,145 －

投資有価証券売却損益（△は益） △420,524 －

売上債権の増減額（△は増加） 343,956 △98,244

たな卸資産の増減額（△は増加） △758,403 6,924

仕入債務の増減額（△は減少） 260,977 179,300

その他 155,626 △62,831

小計 1,016,713 518,366

利息及び配当金の受取額 100,686 68,571

利息の支払額 △60,431 △81,720

法人税等の支払額 △383,694 △135,682

営業活動によるキャッシュ・フロー 673,275 369,534

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 510,645 －

有形固定資産の取得による支出 △2,284,980 △1,988,983

その他 △37,054 530

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,811,389 △1,988,452

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,370,876 172,170

長期借入金の返済による支出 － △90,000

セール・アンド・リースバックによる収入 － 1,990,508

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △60,913

配当金の支払額 △279,155 △80,198

その他 △2,370 △371

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,089,351 1,931,195

現金及び現金同等物に係る換算差額 △60,808 18,753

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △109,572 331,031

現金及び現金同等物の期首残高 2,006,686 1,910,876

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,897,113

※
 2,241,907
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【継続企業の前提に関する事項】

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法

によっています。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低

下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっています。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積り

を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

する方法によっています。

なお、定率法を採用している資産については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっています。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 23,288,660千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処につい

ては、手形交換日をもって決済処理しています。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

います。

　受取手形 18,321千円

　　　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 22,534,257千円

―――――

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目と金額は次

のとおりです。

給料手当 930,023千円

賞与引当金繰入額 36,094千円

退職給付引当金繰入額 68,502千円

減価償却費 75,571千円

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目と金額は次

のとおりです。

給料手当 784,861千円

賞与引当金繰入額 25,255千円

退職給付引当金繰入額 26,539千円

減価償却費 84,622千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目と金額は次

のとおりです。

給料手当 273,681千円

賞与引当金繰入額 36,094千円

退職給付引当金繰入額 23,885千円

減価償却費 26,795千円

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目と金額は次

のとおりです。

給料手当 293,087千円

賞与引当金繰入額 25,255千円

退職給付引当金繰入額 7,913千円

減価償却費 30,127千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,897,113千円

現金及び現金同等物 1,897,113千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,241,907千円

現金及び現金同等物 2,241,907千円
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(株主資本等関係)

　
当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,835,758

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,001,892

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 80,506 3.00平成21年３月31日平成21年６月29日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計額、営業利益の合計額に占める「抄紙用具関連事業」の割合がいずれ

も90％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しています。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
抄紙用具関連
事業
(千円)

工業用関連事
業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,353,702170,3252,524,028 ― 2,524,028

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― (―) ―

計 2,353,702170,3252,524,028(―) 2,524,028

営業利益又は
営業損失(△)

174,750△36,894137,856(378,880)△241,023

(注)１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっています。

　　２　各区分の主な製品

(1) 抄紙用具関連事業…抄紙用フエルト、抄紙用ベルト、スレート用フエルト等

(2) 工業用関連事業……工業用フエルト、工業用関連仕入品

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計額、営業利益の合計額に占める「抄紙用具関連事業」の割合がいずれ

も90％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しています。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
抄紙用具関連
事業
(千円)

工業用関連事
業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,645,226475,5688,120,795 ― 8,120,795

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― (―) ―

計 7,645,226475,5688,120,795(―) 8,120,795

営業利益又は
営業損失(△)

941,354△129,865811,489(1,166,709)△355,220

(注)１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっています。

　　２　各区分の主な製品

(1) 抄紙用具関連事業…抄紙用フエルト、抄紙用ベルト、スレート用フエルト等

(2) 工業用関連事業……工業用フエルト、工業用関連仕入品
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

北米　
(千円)

欧州　
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,197,474178,916206,275207,9662,790,632― 2,790,632

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

590,947 ― ― 60,292651,240(651,240)―

計 2,788,421178,916206,275268,2593,441,873(651,240)2,790,632

営業利益又は
営業損失(△)

543,568△12,243△17,73259,756573,348(609,226)△35,878

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………アメリカ

(2) 欧州………ドイツ

(3) その他……中国

　　３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しています。

　　４　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５

月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っています。

　

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
日本
(千円)

北米　
(千円)

欧州　
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,874,450259,623324,58065,3732,524,028― 2,524,028

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

443,949 ― ― 26,307470,257(470,257)―

計 2,318,400259,623324,58091,6812,994,285(470,257)2,524,028

営業利益又は
営業損失(△)

81,860 598 14,8108,353105,623(346,647)△241,023

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………アメリカ

(2) 欧州………ドイツ

(3) その他……中国
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

北米　
(千円)

欧州　
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,704,086832,1031,398,859603,5529,538,602 ― 9,538,602

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,198,116― ― 91,4672,289,583(2,289,583)―

計 8,902,203832,1031,398,859695,01911,828,186(2,289,583)9,538,602

営業利益 1,600,1561,74354,651122,9751,779,527(1,498,038)281,488

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………アメリカ

(2) 欧州………ドイツ

(3) その他……中国

　　３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しています。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の日本において営業利益が81,011千

円減少しています。

　　４　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５

月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っています。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の欧州、その他において営業利益に与

える影響は軽微です。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
日本
(千円)

北米　
(千円)

欧州　
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,944,778642,2471,204,222329,5468,120,795 ― 8,120,795

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,607,914― ― 72,3561,680,271(1,680,271)―

計 7,552,692642,2471,204,222401,9039,801,066(1,680,271)8,120,795

営業利益又は
営業損失(△)

699,393△22,15572,68848,244798,171(1,153,391)△355,220

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………アメリカ

(2) 欧州………ドイツ

(3) その他……中国
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 170,763 229,436 506,102 906,302

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 2,790,632

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.1 8.3 18.1 32.5

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………………アメリカ、カナダ

(2) 欧州………………ドイツ、フィンランド、フランス

(3) その他の地域……アジア、南米

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

　

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 259,385 230,859 445,137 935,382

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 2,524,028

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

10.3 9.1 17.6 37.1

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………………アメリカ、カナダ

(2) 欧州………………ドイツ、フィンランド、フランス

(3) その他の地域……アジア、南米

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 817,544 1,459,9191,531,5313,808,995

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 9,538,602

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

8.6 15.3 16.0 39.9

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………………アメリカ、カナダ

(2) 欧州………………ドイツ、フィンランド、フランス

(3) その他の地域……アジア、南米

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。
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当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 630,490 1,212,0331,315,9773,158,501

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 8,120,795

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

7.8 14.9 16.2 38.9

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米………………アメリカ、カナダ

(2) 欧州………………ドイツ、フィンランド、フランス

(3) その他の地域……アジア、南米

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　　　該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 642.76円
　

　 　

　 707.66円
　

　

２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 12.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純損失 △61,27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)１　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載していません。

　　２　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

　　３　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

337,791 △1,644,099

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

337,791 △1,644,099

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 26,839 26,834
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △0.08円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純損失 △8.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載していません。

　　２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △2,224 △232,622

普通株式に係る四半期純損失(千円) △2,224 △232,622

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 26,836 26,834

　

　

(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

当社は、平成22年１月18日開催の取締役会において、収益構造改革に係る施策を決議し、その一環として希望退

職者の募集を行うことといたしました。その概要は次のとおりです。

 

１．希望退職者募集の理由

当社を取り巻く経営環境は、一昨年後半からの世界的な景気後退以降、厳しい状況が続いております。こう

した中、当社は徹底したコスト削減対策を実施し業績回復に努めておりますが、さらに収益構造改革の一環と

して、人員の適正化を図るため希望退職者の募集を実施することといたしました。

 

２．希望退職者募集の概要

（１）募集対象者　：　満50歳以上の当社従業員

（２）募集人員　　：　30名程度

（３）募集期間　　：　平成22年２月８日～平成22年２月19日

（４）退職日　　　：　平成22年３月31日

（５）その他　　　：　会社都合による退職金に加え特別加算金を支給する。

 

３．希望退職による損失の見込額

本件により発生する特別加算金等については、当連結会計年度において特別損失として計上する予定であ

りますが、当四半期報告書提出日現在では応募者数等が未定でありますので、損益に与える影響は未確定であ

ります。

 

　

　

　

２ 【その他】

中間配当に関する事項

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２１年２月１３日

イチカワ株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浜　　田　　正　　継　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　江　　見　　睦　　生　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイ

チカワ株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年

４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イチカワ株式会社及び連結子会社の平成２０

年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２２年２月１２日

イチカワ株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浜　　田　　正　　継　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　江　　見　　睦　　生　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイ

チカワ株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年

４月１日から平成２１年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イチカワ株式会社及び連結子会社の平成２１

年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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